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要　旨
　新学習指導要領（2017年3月告示）では，小学校においてプログラミング教育が新
たな取り組みとして規定された。そこでは，子どもがプログラミングを体験しながら，
「プログラミング的思考」を育むことがねらいとされる。小学校5年算数科「正多角
形の作図」において，「プログラミング的思考」の一つである「分解」（Decomposition）
に焦点を当てた実践を試行した。授業前半の意識調査では，プログラミングを「難し
い」と捉えている子どもが多かったが，一人に１台のタブレット PCを活用したプロ
グラミングの授業後では，「考える」「学べる」「作る」「楽しい」などの意識に変容し
た。また，「分解」の理解も高くなっていた。
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1．はじめに

　新学習指導要領に，小学校でのプログラミ
ング教育が位置付けられた。「プログラムラ
ミング的思考」を育むため，小学校において
は，子どもがプログラムラミングを体験しな
がら，コンピュュータに意図した処理を行わ
せるために必要な論理的思考力を身に付ける
ための学習活動を計画的に実施することとさ

れた。そして，「プログラムラミング的思考」
は「自分が意図する一連の活動を実現するた
めに，どのような動きの組合せが必要であり，
一つ一つの動きに対応した記号を，どのよう
に組み合わせたらいいのか，記号の組合せを
どのように改善していけば，より意図した活
動に近づくのか，といったことを論理的に考
えていく力」と定義された。 

　プログラムラミング的思考に関して，太田
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（2016）は，英国におけるコンピュテーショ
ナルシンキングの概念 1）について，表1のよ
うにまとめている。このプログラミング的思
考の一つであるデコンポジションについて，
小学校5年算数科「正多角形の作図」でのプ
ログラミング体験を通して育成を図る実践を
試行したので報告する。

表 1 　英国の教科コンピューティングでのコン
ピュテーショナルシンキングの概念

2．算数科におけるプログラミング

　小学校学習指導要領（平成29年告示）解
説算数編には，小学校5年算数科「正多角形
の作図」について，次のように解説されてい
る。

正多角形の学習では「正多角形は円に内接す
ること」を基に定規とコンパスなどを用いて
かくことを指導する。コンピュータを用いる
と，「正多角形は全ての辺の長さや角の大き
さが等しいこと」を基に簡単にかつ正確にか
くことができる。また，辺の長さや角の大き
さを適切に変えれば，ほかの正多角形もすぐ
にかくことができる。辺の長さ分だけ線を引
き，角の大きさ分向きを変え，これらのこと
を繰り返すことで正多角形がかける。正方形
は90度向きを変えればよいが，正六角形は何
度にすればいいのかを考えていく。線の動き
を示す指示として「線を引く」「○度向きを
変える」「繰り返す」などの最小限の指示を
指定することで，正多角形をかくことができ

るのである。算数科ではこのような活動を行
うことで，問題の解決には必要な手順がある
ことと，正確な繰り返しが必要な作業をする
際にコンピュータを用いるとよいことに気付
かせることができる。

　正多角形をかくという事象を「線を引く」
「○度向きを変える」「繰り返す」などの指
示に「分解」する。「分解」するとコンピュー
タに指示することができる。同じように考え，
様々な正多角形が手軽に作図できるといった
プログラミング体験を通して，プログミング
的思考「分解」を育成しようと考えた。

3．実証授業

　実証授業（全11時間）の活動の10・11時
を表2に示す。単元の終末の10・11時にプロ
グラミング学習を位置付けた。プログラミン
グ的思考の一つである「分解」を図1に示す
カップソングの動画を見せながら，操作をど
うしたら覚えられるかといった体験を通して
体得させる活動を仕組んだ。

時 活動

第10時
カップソングのリズムパターン
の練習を通して，「分解」のよさ
を体験する。

第11時
向きを変える角度を考えながら，
正多角形をかくプログラムを作
成する。

表 2 　「正多角形と円」(全11時間)での活動

図 1 　カップソングの操作を覚える動画
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　実際のプログラミング体験は，一人に1台
のタブレット PCを用意し，図2の「プログ
ル」を活用した。また，このプログラミング
体験を通してアルゴリズム的思考，評価（デ
バック）といったプログラミング的思考も育
成することができると考えた。授業は3学級

で実施した。実施と対象を表3に示す。
　子どものプログラミングに関するイメージ
を第10時開始時に調べた。調査は「プログ
ラミングと聞いて思い浮かぶことを，一言」
と質問し，タブレット PCに入力させた。入
力結果は，図3に示す図として表示させ，入
力と同時にタブレット PCにフィードバック
させた。

4．意識調査

　第11時終了時に，プログラミング学習に
対する興味などについて調査した。プログラ
ミング学習に対する興味と理解度については
4件法で回答させ，授業を終えての感想は記
述式で記載させた。

図 2 　Webアプリ「プログル」

表 3 　実施時期など

実施時期
対　　象

2019 / 7 / 3（水）　第1～2校時
T小学校6年1組（29名）

実施時期
対　　象

2019 / 7 / 3（水）　第3～4校時
T小学校6年2組（28名）

実施時期
対　　象

2019 / 7 / 5（金）　第3～4校時
H小学校6年（10名）

図 3 　子どもにフィードバックされた画面

H小

T小１組

T小 2 組
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　プログラミング学習に対する興味の結果を
図4に示す。「大変面白かった」（86.3 %），「面
白かった」（13.7 %）の合計は100 %となり，
全員が面白かったと感じていることが分かっ
た。
　プログラミング的思考「分解」の理解度の

結果を図5に示す。「よく理解できた」
（63.0 %），「理解できた」（34.2 %）の合計
は97.2 %となり，ほとんどの子どもが理解
できたと回答していることが分かった。
　授業後の感想のテキストマイニング結果を
図6に示す。名詞として取り出されたのは，
プログラミング（9回），授業（6回），プロ
グラム（4回），学習（3回），ゲーム感覚（3回）
などであった。動詞として取り出されたのは，
思う（14回），できる（12回），感じる（8回），
考える（4回），学べる（3回），学ぶ（3回），
作る（3回）などであった。形容詞として取
り出されたのは，楽しい（6回），難しい（3回）
などであった。 

5．考　　察

　プログラミングに対して，授業前は「パソ
コン」「ゲーム」「難しい」などの書き込みが
多かったが，授業後は「学習」「ゲーム感覚」
「できる」「考える」「学べる」「作る」「楽し
い」「難しい」などの書き込みに変わっていた。
また，面白かったと感じている子どもは
100 %，理解できたと感じている子どもは
97.2 %であった。これは，単元の前半で身
につけた知識や技能，思考力を活用した授業
展開として，「向きを変える角度」を説明す
るなどの活動を仕組んだことで，「学べる」
などの意識を醸成できたことが原因だと思わ
れた。また，プログラミングの体験を通して，
「楽しい」「取り組めた」「学べた」などの意
識をもたせることができたことで，プログラ
ミング教育のねらいでもあるプログラミング
的思考を体得し，子どもの論理的思考を育む
ことができたものと思われた。
　プログラミング的思考「分解」は，これま
での論理的思考としては，あまり扱ってこな
かった。そこで，「カップソング」の操作を

図 4 　プログラミング学習の面白さ

図 5 　プログラミング学習の理解

図 6 　感想のテキストマイニング
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理解するための工夫として，体験活動を取り
入れて授業を構成した。このことがプログラ
ミング的思考「分解」により，理解できたと
感じている子どもが97.2 %となった原因と
考える。プログラミング的思考「分解」によ
り，「線を引く」「○度向きを変える」「繰り
返す」といったプログラミングの命令に置き
換えることができた。一人1台のタブレット
P Cを使って，子ども一人ひとりが操作でき
たことで，理解に有効に働いたと考える。

6．おわりに

　子どもがプログラミングを体験しながら，
「プログラミング的思考」を育むことがねら
いである「プログラミング教育」の試行を小
学校算数科で行った。プログラミング的思考
の一つである「分解」に焦点をあてた授業構
成を工夫した結果，子ども一人一人が体験で

き，理解が高くなったと思われる。「分解」
に焦点をあてた授業の可能性を見出すことが
できた。
　今後，一人に1台のタブレット P Cを用意
したことに対する意識と有効性を検証する。
また，VTRでの授業記録をもとに行動分析
を行う予定である。
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